
52月刊労働組合　Feb.201053 月刊労働組合　Feb.2010

書　　　評
連
合
北
海
道
非
正
規
雇
用
セ
ン
タ
ー
と
北
海
学
園

大
学
川
村
雅
則
准
教
授
が
共
同
で
、『
北
海
道
非
正
規

労
働
者
白
書
』
を
作
成
し
た
。

第
一
部
で
は
、
非
正
規
雇
用
の
社
会
的
、
経
済
的

な
問
題
点
を
指
摘
。
更
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
結
果

が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
自
治
労
、
北

教
組
、
Ｊ
Ｐ
労
組
、
私
鉄
総
連
、
運
輸
労
連
、
フ
ー

ド
連
合
の
各
単
組
に
配
布
。
職
場
の
非
正
規
労
働
者

の
声
の
集
約
、
産
別
ご
と
の
雇
用
形
態
、
労
働
条
件
、

非
正
規
労
働
者
の
悩
み
や
不
安
、
不
満
も
集
計
さ
れ

て
い
る
。
各
産
別
の
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
、

組
織
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

自
治
労
で
は
、
12
市
町
に
１
万
枚
を
配
布
。「
不

満
や
不
安
」
と
し
て
「
賃
金
・
一
時
金
が
低
い
」「
解

雇
・
雇
い
止
め
」
が
と
も
に
40
％
弱
と
な
っ
て
い
た
。

巻
末
の
「
資
料
編
」
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
者
の

生
の
声
を
掲
載
。
次
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
た
。

「
福
祉
関
係
の
仕
事
は
身
分
保
障
が
な
い
パ
ー
ト

職
員
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算
で
は
仕

事
量
の
人
数
の
関
係
は
最
低
限
に
絞
ら
れ
る
。
時
間

内
で
で
き
な
い
仕
事
も
多
く
、
日
曜
の
仕
事
も
あ
る

が
手
当
は
な
い
の
で
全
て
時
間
調
整
と
な
る
。
民
間

委
託
へ
の
不
安
で
不
満
は
言
わ
ず
仕
事
を
こ
な
し
職

場
を
失
わ
な
い
よ
う
、

皆
一
生
懸
命
。
せ
め
て

賃
金
は
見
直
す
べ
き
。

し
か
し
民
間
に
委
託
す

る
業
務
で
は
な
い
と
思

っ
て
い
る
の
で
自
粛（
女
性
・
60
代
）」

「
職
場
の
人
間
関
係
は
良
く
な
い
。
陰
口
、
威
圧

的
な
言
動
。
自
分
も
言
わ
れ
る
。
上
司
は
忙
し
く
な

る
と
自
分
に
仕
事
を
次
々
と
与
え
る
。
出
来
な
い
と

怒
ら
れ
陰
口
を
言
わ
れ
る
。
自
分
も
最
初
の
頃
よ
り

仕
事
が
増
え
、
他
の
方
で
も
で
き
る
の
で
は
と
思
う

が
、
皆
さ
ん
忙
し
そ
う
。
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

同
じ
職
場
の
人
た
ち
な
の
に
『
他
人
の
痛
み
が
分
か

ら
な
い
』
人
ば
か
り
に
見
ら
れ
る
。『
思
い
合
え
る
』

働
き
先
は
今
の
世
の
中
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
悲
し

く
な
り
ま
す
。（
女
性
・
30
代
）」。

私
自
身
も
労
働
組
合
専
従
者
と
し
て
、
非
正
規
労

働
者
の
組
織
化
を
任
務
と
し
て
い
る
が
、
と
く
に
公

務
職
場
で
は
法
律
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
ぶ
つ
か
り
、

ま
た
正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
意
識
の
「
カ
ベ
」

に
も
遭
遇
し
て
い
る
。

非
正
規
雇
用
か
ら
正
規
雇
用
へ
の
転
換
が
大
前
提

で
は
あ
る
が
、
非
正
規
労
働
者
が
現
に
苦
し
ん
で
い

る
雇
用
・
労
働
条
件
を
放
置
す
る
こ
と
は
同
じ
労
働

者
と
し
て
許
さ
れ
な
い
。
よ
り
よ
い
職
場
環
境
、
よ

り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
も
雇
用
の
安
定

は
不
可
欠
。
率
直
な
非
正
規
労
働
者
の
思
い
を
受
け

止
め
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
労
働
組
合
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。�（
評
＝
Ｙ
・
Ｍ
）

◆
『
情
報
労
連
リ
ポ
ー
ト
』
12
月
号
「
代
表
性

の
揺
ら
ぎ
」
中
村
圭
介

事
業
所
で
働
く
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す

る
者
が
「
過
半
数
代
表
者
」
で
労
働
法
規
上
重

要
な
役
割
を
担
う
。
会
社
が
就
業
規
則
の
制
定
・

変
更
を
行
う
際
に
は
意
見
を
聞
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
し
、
時
間
外
労
働
を
命
じ
る
際
に
は
、

過
半
数
代
表
者
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
36
協
定
」
で
あ
る
。

こ
の
過
半
数
代
表
者
に
つ
い
て
は
２
つ
の
点

で
注
意
が
必
要
だ
。
１
つ
は
、
会
社
全
体
で
な

く
事
業
所
単
位
で
あ
る
。
労
組
の
組
織
率
が
５

割
に
満
た
な
い
事
業
所
で
は
、
過
半
数
代
表
を

選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
２
つ
め
は
、
正

社
員
だ
け
で
な
く
、
パ
ー
ト
も
契
約
社
員
も
臨

時
労
働
者
も
含
ま
れ
る
。
組
合
が
正
社
員
の
過

半
数
を
組
織
し
て
い
て
も
、
事
業
所
で
過
半
数

未
満
だ
と
、
過
半
数
代
表
に
は
な
れ
な
い
。

非
正
規
労
働
者
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
事

業
所
で
、
彼
ら
が
自
ら
の
代
表
者
を
選
出
す
る
。

36
協
定
を
手
段
に
し
て
賃
金
引
上
げ
を
要
求
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
正
社
員
も
残
業
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
そ
う
な
っ
た
ら
、
会

社
や
正
社
員
労
組
は
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
ハ
ム
労
組
で
は
、
非
正
規
労
働
者
を
組

織
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
過
半
数
を
組
織
し

て
い
な
い
事
業
所
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
日
本

ハ
ム
は
輸
入
牛
肉
問
題
で
不
祥
事
を
起
こ
し
て
、

組
合
も
法
令
順
守
を
要
求
し
て
い
た
。
だ
が
、

組
合
も
ま
た
労
基
法
を
守
れ
て
い
な
か
っ
た
。

代
表
性
が
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
た
労
組

は
、
非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
に
取
り
組
ん
だ

の
で
あ
る
。
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